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  山口県における障害者虐待防止法に基づく通報等の状況（平成 24 年度） 

 

１ 養護者による障害者虐待 

■ 通報（届出）件数と通報経路                  

○平成２４年度中に、市町窓口に相談・通報（届出）された件数は３８件（他に県

窓口に相談・通報（届出）された件数が２件） 
 
  

通報 
(届出) 

通報経路 

区 分 
障害者
本人 

家族・
親族 

住民・
知人 

医療機
関関係
者 

相談支
援専門
員等 

虐待者
本人 

警 察 
行 政 
職 員 

その他 

件 数 38 8 1 2 0 13 2 7 1 4 

構成比 100% 21.1% 2.6% 5.3% 0% 34.2% 5.3% 18.4% 2.6% 10.5% 

注）構成比は通報経路総数に対するもの。通報者が複数のケースがあるため、通報届出件数と一致しない

場合がある 

 ■ 虐待と判断された件数と被虐待者の性別、虐待の種別・類型           

○平成２４年度中に、市町において、虐待と判断された件数は１５件 
 
     

虐待判断 
件数 

被虐待者の性別 虐待の種別・類型 

区 分 
男性 女性 

身体的
虐待 

性的 
虐待 

心理的
虐待 

放棄・ 
放置 

経済的 
虐待 

件 数 15 5 10 12 2 3 2 4 

構成比 100% 33.3% 66.7% 52.2% 8.7% 13.0% 8.7% 17.4% 

注）構成比は各区分の総数に対するもの。虐待の種別・類型が複数のケースがあるため、虐待判断件数と一 

致しない場合がある 

■ 虐待者の続柄の状況                      

  ○父母からの虐待が約６割を占め、次いで兄弟姉妹からの虐待が多い 
 

区 分 父・母 夫・妻 子 子の配偶者 兄弟姉妹 その他 合計 

件 数 9 0 2 0 4 1 16 

構成比 56.2% 0% 12.5% 0% 25.0% 6.3% 100% 

      注）２人以上による虐待の場合はそれぞれの続柄に計上 
  
■ 市町における対応の状況                    

○市町では、措置等の権限も活用しながら、障害福祉サービス等の利用、養護者への

助言・指導などの支援を中心に対応 

  
養護者と分離した事例（８件） 

養護者と分離していない事例

（６件） 検討・調整

中、その他

（１件） 区 分 

障害福祉

サービス

利用 

一時保

護 

医療機

関へ一

時入院 

その他 

養護者

への助

言・指導 

サービス

等利用計

画見直し 

その他 

件 数 2 2 1 3 3 1 3 1 

  注）複数の対応を行ったケースがあるため、事例件数と一致しない場合がある 

 
 
 



                                                                          

 
２ 施設従事者等による障害者虐待 

■ 通報（届出）件数と通報経路                  

○平成２４年度中に、市町窓口に相談・通報（届出）された件数は８件（他に県窓

口に相談・通報（届出）された件数が１件） 

  

通報 
(届出) 

通報経路 

区 分 
障害者
本人 

家族・
親族 

相談支
援専門
員等 

当該施
設等職
員 

当該施
設等元
職員 

当該施設

等設置者

・管理者 

医療機関

関係者 
その他 不 明 

件 数 8 0 2 1 1 0 2 1 1 0 

構成比 100% 0% 25.0% 12.5% 12.5% 0% 25.0% 12.5% 12.5% 0% 

 ■ 虐待と判断された件数と被虐待者の状況           

○平成２４年度中に、市町において、虐待と判断された件数は０件 


